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					このページは校正済みです
軍高級職員、其他ノ國家主義的竝ニ軍國主義的組織ノ指導者其他ノ軍
國主義並ニ侵略ノ重要ナル代表人物ハ拘禁セラレ、將來ノ處分ノ爲留
置セラルベシ、軍國主義竝ニ好戰的國家主義ノ積極的代表人物タリシ
者ハ公共的職務竝ニ公的又ハ重要ナル私的責任アル如何ナル地位ヨリ
モ排除セラルベシ、極端ナル國家主義的又ハ軍國主義的ノ社會、政治
職業竝ニ商業上ノ團體及機關ハ解消セラルベシ

理論上竝ニ實踐上ノ軍國主義及極端ナル國家主義（軍事教訓ヲ含ム）
ハ教育制度ヨリ除去セラルベシ、嘗テ陸海軍ノ職業的將校竝ニ下士官
タリシ者其他軍國主義竝ニ極端ナル國家主義ノ代表人物タリシ者ハ凡
テ監督的及教育的地位ヨリ排除セラルベシ


	二、戰爭犯罪人


最高司令官又ハ適當ナル聯合國機關ニヨリ戰爭犯罪人トシテ告發セラ
レタル者（聯合國俘虜又ハ其ノ國民ヲ虐待セル廉ニヨリ告發セラレタ
ル者ヲ含ム）ハ逮捕セラレ裁判ニ付サレ有罪ノ判決アリタル時ハ處罰
セラルベシ、聯合國中ノ他ノ國ヨリ其ノ國民ニ對スル犯罪ヲ理由ニ要
求セラレタル者ハ最高司令官ニヨリ裁判ノ爲又ハ證人トシテ或ハ其他
ノ理由ニ依リ必要トセラレサル限リ當該國ニ引渡シ拘禁セラルベシ


	三、個人ノ自由及民主主義過程ヘノ冀求ノ獎勵


宗教的信仰ノ自由ハ占領ト共ニ直ニ宣言セラルヘシ同時ニ日本人ニ對
シ極端ナル國家主義的竝ニ軍國主義的組織及運動ハ宗教ノ外被ノ蔭ニ
隱ルルヲ得サル旨明示セラルヘシ、日本國民ハ米國及其他ノ民主主義
國家ノ歷史、制度、文化及成果ヲ知ル機會ヲ與ヘラレ且ツ其ノ事ヲ獎
勵セラルヘシ、占領軍人員ノ日本人トノ交渉ハ所要ノ限度ニ於テノミ
占領政策竝ニ占領目的ヲ促進スル爲統制セラルベシ

集會及公開言論ノ權利ヲ保有スル民主的政黨ハ獎勵セラルベシ但シ占
領軍ノ安全ヲ保持スル必要ニ依リ制限セラルベシ

人種、國籍、信教又ハ政治的見解ヲ理由ニ差別待遇ヲ規定スル法律、
命令及規則ハ廢止セラルベシ又本文書ニ述ヘラレタル諸目的竝ニ諸政
策ト矛盾スルモノハ廢止、停止又ハ所要程度ニ修正セラルベシ、此等
諸法規ノ實施ヲ特ニ其ノ任務トスル諸機關ハ廢止又ハ適宜改組セラル
ベシ、政治的理由ニヨリ日本當局ニヨリ不法ニ監察セラレ居ル者ハ釋
放セラルベシ

司法、法律及警察組織ハ第三部ノ一及二ニ於テ揭ケラレタル諸政策ニ
適合セシムル爲出來得ル限リ速ニ改革セラルルベク爾後個人ノ自由竝
ニ民權ヲ保護スル樣進歩的ニ指導セラルベシ


	第四部　經濟


	一、經濟上ノ非軍事化


日本軍事力ノ現存經濟基礎ハ破壊セラレ且ツ再興ヲ許與セラレサルヲ
要ス從テ先ツ下記諸項ヲ含ム計畫カ實施セラルベシ

○各種ノ軍事力又ハ軍事施設ノ裝備、維持又ハ使用ヲ目的トスル一切ノ
物資ノ生產ノ卽時停止及將來ニ於ケル禁止

○海軍艦船及一切ノ形態ノ航空機ヲ含ム諸般ノ戰爭手段ノ生產又ハ修理
ノ爲ノ一切ノ專門的施設ノ禁止

○隱蔽又ハ僞裝軍備ヲ防止スル爲日本ノ經濟活動ニ於ケル特定部門ニ對
スル監察管理制度ノ設置

○日本ニトリ其價値カ主トシテ戰爭準備ニ在ル如キ特定諸產業乃至生產
部門ノ除去

○戰爭遂行力增進ニ指向セラレタル專門的研究及教育ノ禁止

○將來ノ平和的需要ノ限度ニ日本重工業ノ規模及性格ヲ制限スルコト

○非軍事化目的達成ニ必要ナル範團ニ日本商船ヲ制限スルコト
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